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“さちかぜ号による

交通安全教室開催

六
月
十
日
押
原
小
学
校
・
十
八
日
西

条
小
学
校
に
お
い
て
、
児
童
を
対
象
に

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
低
学
年
の
児
童
に
は
、
県

警
本
部
交
通
企
画
課
、
交
通
教
室
担
当

係
官
の
「
さ
ち
か
ぜ
号
」
に
よ
る
腹
話

術
、
人
形
劇
、
手
品
等
て
進
路
の
歩
き

方
、
交
通
ル

l
ル
な
ど
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
学
年
の
児
童
に
は
、
南
甲

府
警
察
署
交
通
担
当
官
・
可
の
交
通
安

全
協
会
の
方
々
に
よ
り
、
実
際
に
校
庭

へ
コ
!
ス
を
設
定
、
信
号
機
、
踏
み
切

り
等
を
設
置
し
て
発
進
の
方
法
、
交
差

点
で
の
右
、
左
折
の
令
図
、
踏
み
切
り

の
渡
り
方
な
ど
正
し
い
台
転
車
の
乗
り

方
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
指
導
し

て
い
た
だ
き
子
供
達
は
、
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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¥
町
の
公
金
の
出
納
管
理
の
安
全
性
と
適
正
化
を
図
る
た

一Jめ
、
十
月
一
日
か
ら
次
の
様
に
指
定
金
融
機
関
制
度
を
と

/
』
り
い
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
指
定
金
融
機
関
制
度
と
は

町
が
一
つ
の
金
融
機
関
を
指
定
し
て

公
金
の
出
納
事
務
を
取
扱
わ
せ
る
制
度

の
乙
と
で
、
公
金
の
受
入
れ
と
支
払
い

の
両
方
の
取
扱
い
を
す
る
金
融
機
関
を

「
指
定
金
融
機
関
」
と
言
い
ま
す
。
公

金
の
受
入
れ
だ
け
を
す
る
金
融
機
関
を

「
収
納
代
理
金
融
機
関
」
と
言
い
ま
す

が
、
町
で
は
次
の
金
融
機
関
を
指
定
し

ま
し
た
。

昭和 60年 7月1日発行 (2) 

。
指
定
金
融
機
関
制
度
の
必
要
性

わ-つよし

。

指

定

金

融

機

関

報

山
梨
中
央
銀
行
(
統
括
は
昭
和
支

庖
)

O
収
納
代
理
金
融
機
関

・
山
梨
昭
和
農
業
協
同
組
合
(
三
支

所
も
入
る
)

・
甲
府
商
工
信
用
金
庫
昭
和
支
庖

.
巨
摩
信
用
組
合
昭
和
支
居

・
第
一
勧
業
銀
行
甲
府
支
庖

.
太
陽
神
戸
銀
行
甲
府
支
庖

.
東
京
相
互
銀
行
甲
府
支
店

.
甲
府
信
用
金
庫
国
母
支
居

税
金
の
場
合
は
納
付
書
の
裏
面
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。

広

¥~ー/

町
の
現
金
の
出
納
は
収
入
役
が
掌
る

の
が
た
て
ま
え
で
す
が
町
の
財
政
規
模

は
年
々
大
型
に
な
っ
て
取
扱
う
金
額
も

件
数
も
増
大
し
て
き
て
お
り
、
乙
れ
に

対
処
す
る
為
、
現
金
の
取
扱
い
に
熟
練

し
て
居
る
銀
行
等
の
金
融
機
関
に
委
せ

正
確
、
安
全
を
図
る
の
が
指
定
金
融
機

関
制
度
で
す
。
町
の
公
金
(
税
金
、
国

民
年
金
等
)
の
収
納
、
支
払
い
は
す
べ

て
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
乙
と
と
な
り
、
よ
り
一
層
正
確

に
な
る
一
方
、
収
入
役
並
び
に
出
納
職

員
は
支
出
事
務
の
審
査
に
重
点
を
お
く

乙
と
が
で
き
ま
す
。

V
収

納

第
一
図
は
収
納
の
し
く
み
を
示
し
た

も
の
で
す
。

山
税
金
な
ど
を
納
入
す
る
人
は
指
定
金

融
機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関
の
ど

ち
ら
か
へ
行
き
納
入
通
知
書
な
ど
に

よ
り
現
金
で
納
入
し
ま
す
。
納
税
組

合
を
利
用
す
る
場
合
は
組
合
長
が
取

り
ま
と
め
一
括
し
て
納
入
す
る
ζ

と

に
な
り
ま
す
が
今
迄
と
同
じ
で
す
。

間
乙
う
し
て
納
入
さ
れ
た
金
融
機
関
で

は
納
入
者
に
領
収
書
を
交
付
し
ま
す
。

納
入
を
行
な
う
段
階
は
今
ま
で
と
変

り
ま
せ
ん
が
、
役
場
の
出
納
室
は
補
助

的
で
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
が
主
体
的

に
な
り
ま
す
。

V
支

払

い

第
二
図
は
支
払
い
の
し
く
み
を
示
し

た
も
の
で
す
。

山
現
金
に
よ
る
支
払
い

毎
日
指
定
金
融
機
関
の
職
員
が
役
場

出
納
室
に
派
出
し
て
居
り
、
支
払
指
定

の
日
に
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
迄

(
土
曜
は
正
午
迄
)
現
金
の
支
払
を

致
し
ま
す
。

V
請

求

方

法

支
払
い
を
受
け
る
人
は
請
求
書
に
よ

り
請
求
を
行
な
い
ま
す
。
な
お
請
求

書
に
支
払
い
方
法
を
必
ず
記
入
す
る

乙
と
に
な
っ
て
居
ま
す
の
で
請
求
書

を
提
出
す
る
と
き
に
ご
注
意
下
さ
い
。

指
定
金
融
機
関
制
度
に
つ
い
て
ど
不

明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
出
納
室

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



わ-つよ

六
十

一
年
か
い
じ
国
体
を
控
え
、
国
体
五

O
O目
前
の

環
境
運
動
と
連
動
さ
せ
、
今
年
も
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

六
月
二
目
、
地
域
の
環
境
美
化
、
資
源
の
有
効
利
用
、
快

適
な
環
境
に
対
す
る
町
民
の
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
空
き

カ
ン
空
き
ビ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
収
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

乙
の
日
、
地
域
住
民
や
民
間
企
業
に
も
呼
び
か
け
早
朝

か
ら
約
二
時
間
を
か
け
町
内
道
路
沿
を
中
心
に
散
乱
し
て

い
る
空
き
カ
ン
空
き
ビ
ン
な
ど
を
収
集
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
い
袋
を
片
手
に
、
県

町
道
沿
い
を
問
わ
ず
畑
、
田
ん
ぼ
、
河
川
な
ど
を
重
点
的

に
一
つ

一
つ
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
約
二
時
間
の
聞
に
な
ん

と
空
き
カ
ン
八
二
、
五
八
六
個
、
空
き
ビ
ン
二

O
、

0
0

0
本
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
拝
約
二
七
台
分
も
集
ま
り
、
年
々
少

し
づ
つ
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
く
ら
拾
っ
て
も
次
か

ら
次
へ
と
捨
て
て
い
く
人
が
後
を
断
た
ず
ど
う
に
も
な
ら

な
い
と
い
っ
た
声
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
缶
を
投
げ
捨
て
た
経
験
の
あ
る
人
、
道
路
や
公
園

は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
捨
て
た
空

わ
ず
ら

き
缶
が
、
だ
れ
か
の
手
を
煩
わ
す
||
口
乙
の
言
葉
を
も

う
一
度
か
み
し
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

し報広( 3 )昭和 60年 7月1日発行

みんなで考えよう

「
捨
て
な
い
」

習
慣
を
つ
く
り
上
げ
る

小
さ
い
子
供
は
よ
く
落
書
き
を
し
ま

す
。
親
が
消
し
て
も
子
供
は
ま
た
す
ぐ

落
書
き
を
す
る
・•••••••••• 

・。

し
か
し
乙
の
繰
り
返
し
の
中
で
子
供

は
、
成
長
し
、
落
書
き
を
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
公
害
を
な
く
す

の
は
、

一
朝

一
夕
に
で
き
る
乙
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、

一
人

一
人

が
道
端
の
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
続
け
て

い
く
乙
と
で
、
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
を

向
上
さ
せ
る
乙
と
に
な
る
の
で
す
。
乙

う
し
た
運
動
の
一
つ
で
あ
る

5
3
0
(

ゴ
ミ
ゼ
ロ
)
運
動
に
は
全
国
で
三
千
万

人
が
参
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。

，
乙
う
し
た
行
動
は
、
何
よ
り
美
し
い

町
c

つ
く
り
に
役
立
ち
、
住
民
参
加
の
地

域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

。
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
|
町
の
き
ま
り

務
総
鈴
総
総
務
機
線
総
談
機
総
綴
滋
鱗
綴
線
機
瀦
鍛
路
舗
務
総
務
総
髭
緩
総
務
総
務
総
綴
輯
織
綴
鱗
線
総
議
機
議
録
線
総
帥
F
S撚
総
務
綴
縫
線
総
務
総
務
総
議
滋
臨
時

空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
及
び
回
収
に
関
す
る
条
例
を

目

的

回
収
に
つ
い
て
必
要
な
乙
と
を
定
め

る
乙
と
に
よ
り
、
地
域
の
環
境
美
化
と

良
好
な
生
活
環
境
を
ま
も
る
ζ

と
に
あ

り
ま
す
。

内

容

町
民
等
は
、
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
を

散
乱
さ
せ
な
い
た
め
、
家
庭
外
で
の
空

き
缶
等
は
持
ち
帰
る
か
、
回
収
容
器
へ

入
れ
る
よ
う
に
す
る
乙
と
と
、
身
近
な

地
域
、
職
場
で
行
わ
れ
ま
す
空
き
缶
等

の
散
乱
防
止
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
、

ま
た
、
町
で
行
う
防
止
活
動
に
協
力
す

る
乙
と
で
あ
り
ま
す
。

容
器
入
り
飲
料
を
販
売
す
る
自
動
販

売
機
の
製
造
者
、
販
売
者
(
飲
料
容
器

と
、
容
器
入
り
飲
料
の
製
造
、
販
売
者

ぞ〈ぞ〈集まって〈る空力ン等に役員さんもたいへん/

電車をまつ聞にポイ・H ・H ・..

を
含
む
)
は
、
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止

の
た
め
、
消
費
者
に
対
す
る
宣
伝
と
回

収
奉
仕
団
体
へ
の
協
力
や
町
で
行
う
防

止
活
動
な
ど
へ
協
力
す
る
乙
と
、
ま
た

販
売
場
所
へ
回
収
容
器
を
設
置
し
、
周

辺
に
空
き
缶
等
を
散
乱
さ
せ
な
い
よ
う

適
正
に
管
理
す
る
乙
と
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

自
動
販
売
機
(
容
器
入
り
飲
料
)

設

置

届

が

必

要

で

す

販
売
者
は
、
氏
名
、
住
所
、
設
置
場

所
、
回
収
容
器
の
管
理
方
法
な
ど
を
町

長
に
届
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
済
証
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
長
は
、
回
収
容
器
の
設
置

管
理
の
届
出
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
、

勧
告
を
し
、
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

期
限
を
定
め
て
従
う
よ
う
命
ず
る
と
と

が
で
き
ま
す
。
乙
の
命
令
に
違
反
し
た

者
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
を
公
表
す

る
乙
と
と
な
っ
て
お
り
.
ま
す
J



昭和 60年 7月 1日発行 (4)わつよし報広

本
町
で
は
、
老
人
の
し
あ
わ
せ
の
里

c

つ
く
り
推
進
事
業
の
中
の
在
宅
援
護
事

業
の
一
環
と
し
て
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

に
対
す
る
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
、
婦
人
会
、

栄
養
改
善
推
進
員
、
愛
育
会
、
民
生
委

員
な
ど
の
協
力
を
得
ま
し
て
六
月
五
日

各
地
区
の
該
当
老
人
を
対
象
に
食
事
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

乙
の
事
業
は
、
食
生
活
の
改
善
と
地

域
交
流
を
深
め
る
目
的
で
、
今
回
は
希

望
者
八
名
を
対
象
に
栄
養
改
善
推
進
員

を
中
心
花
、
町
の
中
央
公
民
館
に
お
い

て
手
ずつ
く
り
の
心
の
乙
も
っ
た
食
事
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅

に
配
膳
し
、
民
生
委
員
、
栄
養
改
善
推

進
員
な
ど
の
方

々
ル
」
い
っ
し
ょ
に

世
間
話
し
な
ど
を

し
な
が
ら
楽
し
く

昼
食
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た

老
人
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
「
す
い
ま

せ
ん
で
す
ね
」
「

わ
る
い
で
す
ね
」

と
涙
を
流
し
な
が

'
ら
町
か
ら
の
福
祉

活
動
に
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

ワーおごっそう・・
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国
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で

山お

武
田
信
玄
公
が
川
中
島
合
戦
の
た
め
戦
火
に
侵

さ
れ
る
と
と
を
案
じ
て
長
野
か
ら
本
尊
そ
の
他
を

移
し
て
建
て
た
。
そ
の
後
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た

が
、
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
。
本
堂
お
よ
び
仁

王
門
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
、
木
造
建
築
物

と
し
て
は
東
日
本
随
一
の
規
模
で
あ
る
。

V
昇

仙

峡

全
国
観
光
地
百
選
で
渓
谷
の
第

一
位
に
選
ば
れ

た
日
本

一
美
し
い
渓
谷
。
荒
川
の
清
流
と
奇
岩
怪

石
は
訪
れ
る
人
々
の
目
を
見
張
ら
せ
る
。

-v増
富
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

ラ
ジ
ヴ
ム
エ
マ
ナ
チ
オ
ン
含
有
量

一
二
、
八

O

O
マ
ッ
へ
で
東
洋
一
の
折
が
み
つ
き
国
民
温
泉
に

指
定
。-v県

営

温

泉

石
和
温
泉
の
乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
、
県
企
業
局
が

ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
利
用
者
に
配
湯
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
全
国
唯
一

0

・
県
立
美
術
館

ミ
レ

l
の
「
種
ま
く
人
」
「
夕
暮
に
羊
を
連
れ

帰
る
羊
飼
い
」
な
ど
ミ
レ

l
の
作
品
五
点
の
ほ
か
、

1

フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
多
数
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
収
蔵
作
品
は
四

O
O点
に
の
ぼ
り
、

地
方
の
美
術
館
と
し
て
は
屈
指
の
規
模
。

やら

町
氏
み
ん
な
が
ガ
イ
ド
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

や
ま
な
し
の
あ
ら
ま
じ

*

山

梨

の

自

慢

山
梨
県
は
、
よ
そ
の
県
に
自
慢
で
き
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
中
で
も
次
に
あ
げ
る
の
は

自
慢
中
の
自
慢
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

-v富
士

山

標
高
三
、
七
七
六

m
の
乙
の
山
は
美
し
さ
と
高

さ
で
日
本

一
。

-v富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

昭
和
三
十
九
年
に
完
成
し
た
富
士
山
五
合
固
ま

で
の
有
料
道
路
。
海
抜
二
、
三

O
五

m
の
五
合
固

ま
で
延
長
約
三
0
k
m
の
自
動
車
道
で
終
点
の
標

高
で
は
全
国

一
。

マ

富

士

五

湖

東
か
ら
山
中
湖
・
河
口
湖
・
西
湖
・
精
進
湖
・

本
栖
湖
の
順
で
富
士
北
麓
に
な
ら
び
、
そ
の
風
情

と
景
観
は
日
本

一
。
特
に
山
中
湖
は
海
抜
九
八

一

m
で
全
国
第
三
位
の
高
地
に
あ
る
。

マ
フ
ジ
マ
リ
モ

マ
リ
モ
と
し
て
は
日
本
列
島
の
最
南
限
の
生
棲

地
。
山
中
湖
と
河
口
湖
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

-v青
木
ケ
原
樹
海

富
士
山
麓
に
広
が
る
面
積
お
よ
そ
一
六
k
d
の
原

生
林
で
、
溶
岩
上
に
二

O
O年
か
ら
三

O
O年
の

モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ア
カ
マ
ツ
・
ブ
ナ
な
ど
が
密
生
し
、

そ
の
規
模
は
全
国
屈
指
で
あ
る
。

-v猿
橋

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
名
勝
で
国

の
指
定
。
大
月
市
猿
橋
町
に
あ
り
、
橋
脚
の
な
い

「
は
ね
ぎ
橋
」
は
全
国
的
に
め
ず
ら
し
い
。
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大安第14団地区対抗年令別lkZE系二化大会
(女子)
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年
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Tコ
別

3 ソ
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ボ

Jし
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫ 大
飯上押清河上西西西河紙築 会

型 水東口条条条 漉地 c
墨 新中門二一新 阿新

喰医越居島東区区田西原居

6月2日
実 試 合 の 結 果 *

優勝一清水新居 準優勝一西条新田

三位一上河東ニ区 三位一築地新居

( 2チーム)。

優
勝
旗
を
う
け
と
る

河
東
中
島
チ

l
ム

(
年
令
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
)
〔
女
子
〕

清水新居対西条新田(決勝戦)

準優勝一西条ニ区

三位-西条新田

女試合の結果女

優勝一河東中島

三位一上河東ニ区

⑪ 
河

西

⑩
河
東
中
島

⑨

飯

喰

③
ト
蛮
思
区

⑦

上

河

東

⑥

築

地

⑤ 
押

越

④
西
条
二
区

③
阿

原

②
西
条
一
区

①
西
条
新
田

⑧
!
⑧
;
;
 

県
下
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
十
五
回

N
H
K
旗
争
奪
山
梨
県
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
主
催
・

山
梨
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、

N
H
K

甲
府
放
送
局
な
ど
)
は
、
六
月
二
日
、

長
坂
町
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
県
下
五
三
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
一
部
か
ら
三
部
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
体
協
(
一
部
)
は
、
準
決
勝
ま

で
順
調
に
進
み
、
決
勝
戦
で
は
春
日
居

体
協
と
対
戦
し
惜
し
く
も
九
対
四
で
敗

れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
も
ま
た
、
県
下
に
昭
和
町
を
強
烈

に

P
R
し
た
乙
と
は
た
い
へ
ん
頼
も
し

い
乙
と
で
す
。

ま
た
、
三
部
に
初
出
場
し
た
押
越
ク

ラ
ブ
は
一
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま

し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す。

ムチ協体和昭に輝勝優準
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安
協
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花いっぱい運動だより

国
体
に
向
け
て
、
町
内
各
団
体

に
よ
り
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
ほ
ど
河

西
と
よ
か
わ
園
芸
か
ら
花
い
っ
ぱ

い
に
役
だ
て
て
下
さ
い
と
、
百
五

十
本
の
サ
ル
ビ
ア
を
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ッ
ト
に
植
付
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
押
越
の
山
田
青
果
さ
ん
か

ら
も
二
百
本
の
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
町
内

小
中
学
校
及
び
押
越
菊
の
会
な
ど

に
つ
い
て
は
、
花
の
苗
、
、つ
く
り
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

国
体
室
で
は
、
一
人
一
役
運
動

を
進
め
て
い
る
中
で
皆
様
方
の
暖

か
い
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
内
危
険
箇
所
及
び
交
通
安
全
施
設
を

南
甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和
支
部
(

支
部
長
・
山
下
譲
二
氏
)
総
員
二
十
八

名
に
よ
り
、
町
内
の
危
険
箇
所
や
交
通

安
全
施
設
の
カ
!
ブ
ミ
ラ
!
、
道
路
標

識
な
ど
を
、
六
月
一
日
朝
五
時
か
ら
約

二
時
間
を
か
け
て
点
険
整
備
し
ま
し
た
。

特
に
カ

l
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

汚
れ
が
ひ
ど
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
役
員

の
手
に
よ
り
き
れ
い
に
み
が
か
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
乙
の
日
各
地
区
の
カ

l
ブ
ミ

ラ
!
の
設
置
箇
所
の
必
要
な
と
乙
ろ
の

調
査
も
行
わ
れ
今
後
の
安
全
管
理
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
カ

プ

フ

/ 

とまれ

あるくひとは

おうだんきんし

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
歯
科
口
腔
外
科
)

* 
ア
ゴ
の
関
節
症

が
〈
か
ん
せ
つ

最
近
、
H

了
。
コ
の
関
節
H

(

顎
関
節
)

の
異
常
を
訴
え
て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

症
状
は
ア
ゴ
の
緊
張
感
や
だ
る
さ
、
動

か
す
と
ゴ
リ
ゴ
リ
音
が
し
た
り
、
痛
ん

だ
り
、
口
が
開
け
に
く
い
な
ど
で
、
顎

関
節
症
と
い
わ
れ
る
病
気
で
す
。

顎
関
節
は
食
物
の
喧
し
ゃ
く
や
え

ん
下
、
話
し
を
す
る
と
き
の
口
の
開

閉
運
動
を
行
う
重
要
な
部
分
で
す
の
で
、

乙
の
病
気
に
か
か
る
と
日
常
生
活
に
ご

く
身
近
な
こ
れ
ら
の
機
能
の
障
害
や
不

快
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
乙
の
原
因
と
し
て
は
ア
ゴ
を
ぶ
つ

け
た
り
、
校
み
違
え
に
よ
る
も
の
、
あ
る

い
は
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
歯
ぎ
し

り
や
岐
み
し
め
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
多
い
原
因
は
上
下

の
歯
の
吹
み
合
せ
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
乙
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
奥
歯
が
抜
け
た
ま
ま
で
治
療

さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
入
れ

歯
が
破
損
し
磨
耗
し
て
吹
み
合
せ
が
低

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
、
さ
ら
に
歯

並
び
の
不
正
が
あ
る
場
合
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
も
の

を
岐
み
つ
ずつ
け
て
い
る
と
、
本
来
、
歯

を
介
し
て
下
顎
骨
全
体
に
か
か
る
佼
み

大

西

正

俊

合
せ
の
力
が
、
顎
関
節
に
も
集
中
し
て

加
わ
る
と
と
に
な
り
、
関
節
内
部
が
傷

つ
き
、
徐
々
に
病
変
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
物
を
強
く
岐
む
と
き
に

一
本
の
奥
歯
に
か
か
る
力
は
六

0
k
g

前
後
に
も
な
る
乙
と
か
ら
、
ア
ゴ
全
体

で
は
非
常
に
大
き
な
力
が
か
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
法
は
関
節
を
安
静
に

保
ち
、
炎
症
を
お
さ
え
、
傷
を
な
お
し

て
機
能
訓
練
に
よ
り
回
復
を
は
か
り
ま

す
が
、
病
状
が
進
ん
で
関
節
に
変
形
が

お
乙
っ
た
場
合
に
は
手
術
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
乙
の
病
気
の
再
発
を

防
ぐ
に
は
、
顎
に
無
理
な
力
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
吹
み
合
せ
を
正
常
な
状
態

に
回
復
さ
せ
る
歯
科
的
治
療
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

一
日
に
二
、

0
0
0回
前
後
の
岨
し

ゃ
く
運
動
を
く
り
か
え
し
て
い
る
H

ア

ゴ
の
関
節
H

を
い
た
わ
り
、
関
節
病
変

を
予
防
オ
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
正

し
い
岐
み
合
せ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
校
み
合
せ
の
異
常
は
徐

々
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
特
に
症
状
が
な

い
場
合
で
も
年
に
一
回
位
は
歯
科
で
の

診
察
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会



わ-つよし報広( 7 )昭和 60年 7月1日発行

裏休みは、野外活動の絶好のシーズン。野

山を歩きまわったら、もうおなかはペコペコ

です。お弁当もいいけれど、だまにはこんな

uかまどH や mコン0/1を利用して、料理を

作ってみてはいかがですか。

肯石油かんでコンロを作る

①熱効率のよい簡易コンロです。ブリキばさ

みで点線の部分を切り開いてください。か

んの周りに穴をあけると、空気のまわりが

よくなって火が強くなります。ハンゴウカヘ

ちょうど 2個スッポリと入りますよ。

②底に煙出しをあけてヨコに使えば、鉄板焼

きに使えます。ヤキソバやお好み焼きが作

れますよ 。

E霊霊園彊盟理

野
外
で
料
理
す
る

*石を積んでかまどを作る

①風向きが変わっても使える三方かまどです。

②反射熱を利用したかまどです。

①も②も、ナベの底が地面から20センチぐ

らいになるよう調

節してください。園

② 

昭和町青少年総合対策会議

青少年のだめの昭和町民会議

防ごう非行
助けよう立さ5直り

一一一 7月は

「社会を明るくする運動
」月間です

「青少年を非行から守る強調」

昨年より青少年非行の補導者

数が急激陪増加しています。き

びしさと、やさしさで事故のな

い明るい家庭や地域づくりに、

みんなでつとめて下さい。

生
活
指
導
員
は
、
学
校
及
び
家
庭
に

お
け
る
生
活
指
導
を
側
面
か
ら
援
助
す

る
立
場
に
立
つ
も
の
で
、
必
ず
し
も
非

行
生
徒
の
摘
発
や
取
り
調
べ
を
目
的
と

す
る
も
の
で
な
く
、
明
る
い
環
境
、
、
つ
く

り
に
努
め
、
厳
正
な
態
度
で
愛
情
と
勇

気
を
も
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

各
地
区
の
指
道
苫
貝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
一
区
渡
辺
哲
夫
・
桑
原
孝
夫

西
条
二
区
抽
選
実
智
雄
・
石
原
政
彦

清
水
新
居
笹
本
照
男
・
依
田
吉
造

西
条
新
田
阿
井
裕
志
・
日
向
周
作

押

越

秋

山

一

紀

・

畑

野

孝

夫

河
東
中
島
鷹
野
昭
・
赤
津
春
雄

紙
漉
阿
原
清
水
幸
贋
・
田
中
博
愛

築
地
新
居
田
中
秀
一
・
丸
茂
利
彦

飯

喰

小

津

馨

・

磯

部

厳

河

西

有

井

哲

美

・

清

水

光

男

上

河

東

細

田

健

児

・

岩

村

通

上
回
東
二
区
望
月
潤
こ
・
杉
山
責
久
夫

涼
し
さ
伝
え
る
夏
だ
よ
り

:
・
暑
中
見
舞
は
が
き
の
ご
利
用
を
:
・

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
。

友
人
や
知
人
の
方
か
ら
、
暑
中
見
舞
や

涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
旅
先
か
ら
の
便

り
を
も
ら
う
の
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し

い
も
の
で
す
。

六
月
十
五
日
か
ら
発
売
し
て
い
る
暑

中
見
舞
用
絵
入
り
は
が
き
に
は
、
裏
面

に
涼
味
感
あ
ふ
れ
る
夏
の
風
物
絵
、
「
ほ

て
い
危
お
い
」
、
「
か
き
氷
」
、
「
見

虫
採
集
」
、
の
三
種
類
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ご
家
族
の
近
況
、
旅
行
や
夏
祭

り
な
ど
の
話
題
を
添
え
た
お
便
り
に
も
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
作
品
募
集
・
・
..... 

第
一
七
回
簡
保
、
年
金
資
金
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

締
切
り
は
七
月
三
ナ
一
日
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
七
三
|
三

O
五
O
番
目
富
郵
便
局
へ
お
た
づ
ね
下

大』い。

田
富
郵
便
局
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あしらせ

轡

グ
国
体
に
協
力
を
グ

国
体
室
で
は
、
今
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
及
び
来
年
の
本
大
会
時
に
台
手
動

ハ
カ
リ
を
町
民
の
中
で
所
有
し
て
い
る

人
か
ら
借
受
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
ハ

カ
リ
を
提
供
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
八
月
末
ま
で
に
国
体
室
へ
ど
連
絡
下

さ
い
。

電
話

七
五

l
一
一
一
一
一
内
線
五
七
番

台手動はかり

登
記
所
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

七
月
一
日
刊
か
ら
登
記
所
に
提
出
す

る
申
請
書
の
う
ち
土
地
・
建
物
登
記
簿
、

会
社
・
法
人
登
記
簿
等
の
騰
・
抄
本
、

印
鑑
証
明
書
等
の
申
請
書
に
は
、
今
ま

で
の
よ
う
に
「
収
入
印
紙
」
で
は
な
く
、

「
登
記
印
紙
」
は
、
集
配
郵
便
局
及

び
登
記
所
最
寄
り
郵
便
局
、
印
紙
売
り

さ
ば
き
所
で
、
七
月
一
日
か
ら
販
売
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
甲
府
地
方
法
務
局
・
支

局
・
出
張
所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

甲
府
地
方
法
務
局

「
ふ
る
さ
と
の
風
物
」

を
推
せ
ん
し
て
下
さ
い

乙
と
し
は
、
昨
年
ま
で
の
「
味
」
「
特

産
」
「
名
所
」
「
自
然
」
に
つ
ず
つ
い
て
「
風

物
」
を
テ
l
マ
と
し
ま
し
た
。
美
し
い

自
然
と
豊
か
な
四
季
の
表
情
を
も
っ
本

県
に
は
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
多
く
の
風

物
が
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
ら
の
中
か
ら
県

民
の
皆
さ
ん
が
自
慢
で
き
る
も
の
を
選

定
し
、
県
内
外
K
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
推
せ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

①
推
せ
ん
の
対
象

山
県
内
の
四
季
折
々
の
風
物
、
祭

り
、
年
中
行
事
な
ど
で
、
い
わ
ば

そ
の
市
町
村
の
「
顔
」
と
も
い
う

べ
き
季
節
感
あ
ふ
れ
た
風
物
と
し

ま
す
。

ω
有
名
な
も
の
に
限
ら
ず
、
隠
れ

て
い
る
・
も
の
の
推
せ
ん
も
お
お
い

に
歓
迎
し
ま
す
。

②
推
せ
ん
の
方
法

所
定
の
推
せ
ん
用
紙
、
ま
た
は
は

が
き
な
ど
に
必
要
事
項
(
名
称
、
場

所
、
交
通
、
推
せ
ん
理
由
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
)

出
し
て
下
さ
い
。

提

出

先

山

各

市

町

村

役

場

閉

各
地
方
振
興
事
務
所
(
推
せ
ん
用
紙

は
、
各
市
町
村
役
場
K
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

③
推
せ
ん
の
締
め
切
り

昭
和

ω年
7
月
初
日

を
記
入
し
、
提

昭
和
六
十
茸
皿
山
梨
県
個
人
住
宅

建
設
資
金
貸
付
募
集
に
つ
い
て

V
申
込
受
付
期
間

印
年
5
月
幻
日

i
ω
年

8
月
白
日

V
申
込
受
付
場
所

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

関

V
申
込
対
象
者

昭
和
六
十
年
度
住
宅
金
融
公
庫
一

般
個
人
住
宅
資
金
及
び
住
宅
改
良

資
金
を
受
け
て
住
宅
を
建
設
す
る

者。
た
だ
し
、
改
修
資
金
に
あ
っ
て

は
、
工
事
総
額
が
五

O
O万
円
以

上
の
者
に
か
ぎ
る
。

V
貸
付
金
、
利
率
、
償
還
期
限

住宅修改 住宅新築 住宅分譲 種類の貸付

一
2 2件 貸。。 o Iζ 

付。。 0つ

万 万 万き 額
円 円 円

2110 A15 2i15 期貸

内 年 内 年 内 年 間付

6.0 % 年 利貸
率付

つ
ゆ
ど
き
に
よ
り
長
雨

台
風
の
災
害
に
備
え
よ
う

つ
ゆ
末
期
の
大
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
次
の
よ
う
な
乙
と
に
注
意
し
て

災
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
日
頃
の
心
掛
け

川
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
附
近
の

地
形
、
地
域
の
特
性
等
を
充
分
は

握
し
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ

り
ゃ
す
い
か
調
べ
そ
の
対
策
と
、

万
が
一
に
整
え
避
難
経
路
の
確
認

と
、
そ
の
場
所
を
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
お
く
。

ω、
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
、
ロ
ー

ソ
夕
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て

お
く
。

間
避
難
時
の
携
行
品
は
非
常
袋
に

入
れ
、
住
所
、
氏
名
、
血
液
型
、

連
絡
先
な
ど
を
消
え
な
い
も
の
で

記
入
し
て
準
備
し
て
お
く
。

一
一
、
台
風
が
近
づ
い
た
場
合

川
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
台
風
情
報

を
よ
く
聞
く
。
台
風
は
風
雨
に
よ

る
複
数
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

台
風
の
習
性
を
知
っ
て
、
事
前
に

対
策
を
た
て
て
お
く
乙
と
が
必
要

で
す
。
⑦
現
在
位
置
は
、
@
強
さ

は
、
大
き
さ
は
、
②
い
つ
ど
乙
へ

上
陸
す
る
か
、
@
ど
の
よ
う
な
災

害
が
予
想
さ
れ
る
か
。

山
家
屋
、
塀
な
ど
を
補
強
し
、
溝
、

下
水
、
小
河
川
等
の
流
れ
を
よ
く

し
て
お
く
。

間
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
屋
は
、

土
の
う
な
ど
を
積
ん
で
対
策
を
構

じ
、
家
具
な
ど
は
高
い
位
置
に
移

し
て
お
く
。

仙
老
人
、
子
供
、
病
人
の
い
る
家

庭
に
あ
っ
て
は
、
早
め
に
安
全
な

場
所
に
避
難
さ
せ
て
お
く
。

三
、
避
難
す
る
時
の
注
意

山
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
防
災
機

関
か
ら
の
情
報
を
よ
く
聞
き
警
察
、

消
防
の
指
示
に
従
う
。

間
服
装
は
、
手
袋
を
は
め
運
動
靴

(
長
グ
ツ
は
水
が
入
っ
て
歩
き
に

く
く
な
る
)
、
女
性
は
ス
ラ
ッ
ク

ス
が
一
番
、
行
動
し
や
す
い
も
の

と
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
ず
き

ん
等
を
用
意
す
る
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

電
話
基
本
料
金
の
お
し
ら
せ

基
本
料
に
三
つ
の
内
訳
が
で
き
ま
し

た。
新
た
に
電
話
機
等
を
取
付
け
た
と
き

な
ど
②
、
③
の
部
分
は
、
自
由
に
買
い

取
り
が
で
き
ま
す
。
買
い
取
っ
た
部
分

は
毎
月
の
基
本
料
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

三
三
|
ニ
九
九
一
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“つどいに花をそえた

若竹太鼓・新昭和音頭"

-つよし報広( 9 )昭和 60年 7月 1日発行

「身延線とふるさとをよく
するみんなのつどい」終る

去
る
五
月
十
二
日
(
日
)
さ
わ
や
か

な
さ
っ
き
晴
れ
の
も
と
、
下
部
町
民
体

育
館
に
お
い
て
「
身
延
線
と
ふ
る
さ
と

を
よ
く
す
る
み
ん
な
の
つ
ど
い
」
が
聞

か
れ
、
身
延
線
沿
線
の
住
民
や
利
用
者

を
中
心
に
、
山
梨
、
静
岡
両
県
か
ら
約

三
0
0
0人
の
参
加
者
を
得
て
、
終
日

下
部
の
森
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
「
身
延
線
と
ふ
る
さ
と

を
よ
く
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
原
甲
府
市
長
、
渡
辺
富
士
市
長
、

県
山
口
県
民
生
活
局
長
、
県
婦
連
小
林

会
長
、
県
労
連
上
回
議
長
、
梨
大
伊
藤

教
授
、
静
大
平
野
教
授
ら
各
界
各
層
の

代
表
者
た
ち
に
よ
っ
て
熱
心
な
シ
ン
ポ

元
気
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
前
の
広
場
で
は
、
郷
土
物
産
販

売
な
ど
ま
つ
り
ム
ー
ド
一
色
で
賑
わ
い
、

昭
和
町
か
ら
は
農
協
の
協
力
で
特
産
の

イ
チ
ゴ
と
ア
ス
パ
ラ
の
屈
を
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
売
れ
ゆ
き
好
調
で
四

人
の
庖
員
(
?
)
は
大
忙
し
、
昼
頃
に

は
売
切
れ
と
い
う
盛
況
で
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
郷
土
芸
能
発
表
を
行
な
い
昭

和
町
か
ら
は
、
婦
人
会
の
「
新
昭
和
音

頭
」
と
、
河
西
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

「
若
竹
太
鼓
」
が
出
演
し
ま
し
た
。

「
新
昭
和
音
頭
」
は
、
踊
り
手
よ
し
衣
裳

よ
し
一
糸
乱
れ
な
い
み
ご
と
な
踊
り
で

し
た
。

「
若
竹
太
鼓
」
の

「
若
竹
太
鼓
」
は
、
揃
い
の
ハ
ッ
ピ

に
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
元
気
一
ぱ
い
力
一

ぱ
い
の
技
を
ふ
る
い
、
満
場
の
拍
手
を

浴
び
ま
し
た
。
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す

D

今
回
の
「
つ
ど
い
」
の
成
功
に
よ
っ

て
、
身
延
線
の
廃
止
反
対
運
動
に
は
ず

み
を
つ
け
、
利
用
者
や
住
民
が
一
層
手

を
と
り
合
っ
て
生
活
路
線
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
身
延
線
を
守
る
会
昭
和
町
支
部
)

大盛況、イチゴ、アスパラの昭和農協庖

石
川
義
雄
四
段

(
若
草
町
)

斉
藤
要
四
段

(
若
草
町
)

市
川
敏
夫
四
段

(
甲
西
町
)

昭
和
町
勢

大
い
に
気
を
吐
く

第20田中巨摩郡圏審夫会昭和町で聞かれ否

去
る
六
月
九
日
(
日
)
第
二

十
回
郡
囲
碁
大
会
が
昭
和
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
石
原
町
長
、
五
味
教
育
委

員
長
の
歓
迎
と
激
励
の
挨
拶
に

続
い
て
参
加
者
四
十
二
人
が
熱

の
乙
も
っ
た
対
局
を
午
後
四
時

過
ぎ
ま
で
展
開
し
た
結
果
、
市
川

の
方
々
が
入
賞
し
た
。

A

級
優

勝

準
優
勝

第
三
位

B

級
優

勝
準
優
勝

第
三
位

C

級
優

勝
準
優
勝

第
三
位

「
新
昭
和
音
頭
」
を
披
露
す
る

婦
人
会
の
み
な
さ
ん

保
坂
武
志
一
級

(
昭
和
町
)

鈴
木
幸
男
二
級

(
昭
和
町
)

小
口
和
臣
初
段

(
敷
島
町
)

今
津
六
郎
四
級

(
昭
和
町
)

田
中
昌
秀
四
級

(
昭
和
町
)

羽
万
裕
樹
四
級

(
昭
和
町
)
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鍬隊隊疎開鰍紙調保健衛生だより鰍概況級

実施日 受付時間 p;五~ 当 児

昭和59年 6月生まれ
7月17日(;71<) 午後 1時

9月生まれ
，.....2時

昭和59年12月生まれ
7月18日附|

昭和60年3月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

日 時 7月 6日(土)・ 20日(土)

午前 9時"""11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

|場所

中 央

公民館

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

7月30日(火)

午後 1時，.....1時 30分

中央公民館

昭和60年 2月 1日，.....5月31日までの出生児。

母子手帳

，.....，，.....，神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付九一

整形外科検診時に 4、 5か月の乳児を対象に検査方法の説

明と検査セットの配付をお乙ないます。

対 象 昭和60年 2月及び 3月出生児。

持ち物 40円切手、 60円切手各 1枚づつまたは現金

100円

日時 7月 26日(金)

午前10時20分"""10時25分

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 |場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま|※収集車がくるまでは飼主もいっしょ lといてください。ま

すのでお気軽にお出かけください。 I た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

実 施日

受付時間

場所

7月10日(水)

午後 1時，.....1時 30分

中央公民館

bO 
該当児 昭和58年4月 1日，.....7月31日までの出生児。

持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使ってい

実施日

時間

場 所

対 象 者

持ち物

るコップと歯ブラシ

第 1回… 7月29日(月)、第 2回… 8月 5日(月)

午後 1時30分~

中央公民館(1階和室)

妊娠5か月以降の妊婦

母子手帳・体操のできる服装・テキスト代 300

円

一猛暑にそなえ健康チェック/ー

※成人病・胃レントゲン検診の同時受診をおすすめ

します。

検査内容

身長・体重測定、血圧測定、尿検査

血液検査(肝機能・貧血・総コレステロ ール・血糖)

眼底検査、心電図、聴打診

成人病検診と同じ

※検査当日は飲食せず会場へお乙し下さい。



、
』
貌
こ

な
る
た
め
に

ト
。
パ
ノ
ト
。

わ-つ

〈
子
ど
も
と
遊
び
〉

よ

ー
遊
び
は
子
ど
も
の
成
長
の
糧
H
H

し報

「
遊
び
」
は
子
ど
も
の
成
長
の
た
め

に
大
切
な
経
験
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

あ
る
学
校
で
「
子
ど
も
が
帰
宅
し
て
か

ら
夕
食
ま
で
の
過
ど
し
方
」
の
調
査
で
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
初
労
、
勉
強
し
た

り
本
を
読
む
幻
第
、
外
で
遊
ぶ
幻
箔
:
・

.
・
で
室
内
で
過
ご
す
子
ど
も
が
多
く
、

乙
れ
は
ど
こ
で
も
共
通
し
た
状
況
で
し

ょ
う
。
親
た
ち
は
「
遊
ん
で
い
る
な
ら

勉
強
し
な
さ
い
」
と
つ
い
口
に
出
し
て

し
ま
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
の
遊
び
に
つ
い
て
、
時
間
が
も
っ

た
い
な
い
、
無
駄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
遊
び
は
、

豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め
の
大
切
な
体

験
の
宝
庫
で
す
。
室
内
の
遊
び
、
自
然

広(11)昭和 60年 7月 1日発行

明
け
易
の
時
計
そ
れ
ぞ
れ
音
を
持
つ

鎌
研
ぐ
や
比
の
頃
畦
塗
り
な
く
な
h

子

ど

も

と

お

と

な

の

遊

び

、

さ

ま

ざ

ま

磯

部

信

代

な
場
面
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

。
遊
び
は
、
子
ど
も
の
社
会
性
、
自
加
藤
教
室
若
禁
の
風
を
が
び
な
が
ら

律
性
、
忍
耐
力
、
判
断
力
、
創
造
性
な
叩
農
園
の
野
外
講
座
や
若
葉
丸

ど

豊

か

な

人

間

性

を

養

う

と

と

が

で

き

判

長

田

そ

の

子

る

。

酬

。
遊
び
は
、
お
互
い
の
思
い
や
り
の
醐

心
、
き
ま
り
を
守
る
態
度
、
同
調
と
競

m

争
心
、
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
叩

き

る

。

制

。
自
然
の
中
で
の
遊
び
は
、
自
然
の
間

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
体
で
感
じ
情
操
叩

を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
健
康
、
、
つ
く
り
叫

に

も

役

立

つ

。

間

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
道
具
と
聞

い
え
ば
、

.「
プ
ラ
モ
デ
ル
」
「
既
製
の
叫

オ
モ
チ
ャ
」
「
ゲ
ー
ム
機
」
な
ど
で
昔
悶

の
子
ど
も
の
よ
う
に
遊
び
道
具
を
手
づ
聞

く
り
で
創
意
工
夫
す
る
こ
と
が
少
な
い
吋

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
の
遊
び
が
的

多
く
、
体
を
動
か
し
て
自
然
の
中
で
の
川

遊
び
が
少
な
い
乙
と
や
、
遊
ぶ
仲
間
の

M

数
も
少
な
く
同
年
齢
の
遊
び
が
多
い
。
…

ま
た
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
て
い
て
遊
ば
仰

な
い
し
、
遊
び
方
を
知
ら
な
い
子
ど
も
問

が
多
い
乙
と
は
親
と
し
て
考
え
て
み
て
嚇

ほ
し
い
と
と
で
す
。
遊
び
は
子
ど
も
の

m

成
長
の
糧
、
親
は
子
ど
も
の
遊
び
を
見
山

守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/
立
俳
句

(
五
十
音
順
)

薬
草
の
名
す
ぐ
に
忘
れ
て
若
葉
風

鈍
行
の
車
窓
に
?
っ
く
花
菖
蒲

小
沢
百
合
子

大
き
虹
太
陽
囲
む
今
朝
の
空

二
つ
三
つ
雷
う
っ
て
大
池
叩
く
雨

河

田

好

子

陽
を
こ
ぼ
す
藤
の
若
葉
や
鎌
を
研
ぐ

羊
若
禁
と
ど
か
ぬ
人
の
名
を
ザ
ぴ
て

輿
石
さ
ゑ
代

垂
る
る
糸
揺
れ
若
葉
ゆ
れ
釣
日
和

風
立
ち
て
波
む
ら
さ
き
に
紫
抗
体
畑

内
藤
ふ
く
次

楠
若
葉
雨
に
な
ほ
も
ゆ
視
野
占
め

静
臨
時
の
透
く
手
を
重
ね
花
づ
か
れ

松

岡

満

子

夜
半
に
聞
く
待
ち
し
雨
音
花
菖
蒲

新
緑
に
つ
つ
ま
れ
隣
庭
深
く

薬

袋

花

枝

合
民
告
篇
@
銅
器

J
梅
干
し
の
効
能

命
禽

梅
干
し
は
体
内
に
入
る
と
ア
ル
カ
リ

性
に
な
り
、
血
液
の
循
環
を
よ
く
し
、

酸
味
は
胃
液
の
分
泌
を
促
し
食
欲
を
増

進
さ
せ
ま
す
。

梅
干
し
に
は
、
ま
た
、
食
物
が
消
化

吸
収
さ
れ
て
熱
量
と
な
り
消
費
さ
れ
る

の
に
必
要
な
、
ク
エ
ン
酸
を
含
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
塩
分
が
多
い
の
で
食

べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
で
す
。
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乳児健康診査(中央公民館)

乳児健康診査(中央公民館)

母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

(中央公
館)

胃のレントゲン検診1

成人病検診 j 

不用犬猫収集日(旧役場前)

クラブ対抗野球大会

〔準決勝・決勝) (釜無公園)

安産教室(中央公民館)

乳児整形外科検診(中央公民館)

町・県民税第 1期納期限
国民年金第 1期納期限
国民健康保険税納期限

16 

17 

18 

19 
老人の生きがいパス(一泊二日)

(日光方面)

海の記念日
勤労青少年の
日

20 
老人の生きがいパス

21 
母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

22 
第36回中巨摩郡体育祭(櫛形町

ほか)

暑大

23 

24 

土用の丑
25 

2歳児歯科検診(中央公民館)

26 

27 

28 

29 
ファミリースクール(教委)

(ますのつかみどり)

30 

31 

わつ

7向の乙川

よし報広

@⑧§ 

国民安全の日

富士山山開き

半夏至2 

3 

4 

5
 6 

七夕

小暑ア

8 

9 

国土建設週間

10 

11 

12 

13 

14 

んぼ15 

区

※
夏
は
水
気
の
多
い
ゴ
ミ
が
出
る
季
節
で

す
。
水
切
り
が
十
分
で
な
い
ゴ
ミ
は
悪
臭

な
ど
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

処
理
場
の
焼
却
能
力
を
も
低
下
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
水
切
り
は
特
に

て
い
ね
い
に
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

※
ゴ
ミ
は
必
ず
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷

札
を
使
っ
て
き
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
収
集
場
所
に
備
え

つ
け
て
あ
る
「
使
用
済
み
乾
電
池
田

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日開)り1<)

4 

0村

8 

閃)

11 

肘

15 

伺)

17 

(71<) 

18 

耐

19 

幽

22 
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25 

術
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